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喫煙の健康に対する弊害が解明されるにつれて， 喫煙対策は公衆衛生活動の最も重要な課題の－

（２１）
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≦

つとなっている．

　

わが国成人の喫煙率は， 男性は１９６６年の８３．７％を最高に漸減の傾向にあり，１９８６年には６２．５％に

低下し， 年齢段階別にみても漸減の傾向にある． 女性は， 男性と同様に１９６６年の１８．０％を最高に，

１９８６年には１２‐６％にまで低下したが， 年齢段階別では，５０歳代以降の喫煙率が著しく低下している

のに比べて，２０歳代は逆にかなり増加している…）

　

未成年者の喫煙率に関しては，これまでのところ全国規模での無作為抽出調査は行われていない．

しかし， 一部の地域で実施された中学生を対象 （９４６名， 男子４９０名， 女子４５６名） とした小川ら２｝の

調査によると， 今までに一度でも喫煙したことのある喫煙経験者率は， 男子３７．３％， 女子１２．７％で

あり， 高学年ほど高率であった． 同様に高校生を対象（７，２１４名， 男子４，７７９名， 女子２，４３５名）とし

た野津３）の調査では， 時々あるいは常習喫煙者率は， 男子４０．１％， 女子７‐１％であり， ３年生男子で

は５１．４％，女子１３‐８％にも上昇することが報告されている．これらのことから，未成年者の多くは，

中， 高校生の時に喫煙を経験しており， 成人喫煙者の多くは十代のうちに喫煙習慣が形成されてい

ることが推測される‐

　

喫煙の健康に対する弊害の多くは， 喫煙開始年齢が早いほどその危険度が高まり， 同時に喫煙習

慣は容易に形成されるが断つのが極めて難しく， さらに成人喫煙者の多くは十代のうちに喫煙習慣

が形成されていることを考えあわせると， 学校教育における喫煙対策とりわけ喫煙予防・禁煙教育

は学校保健の分野にとって最も重要な課題である◎

　

そこで著者は， 将来学校教育の場で喫煙予防・禁煙教育を推進する際に大きな役割を担うであろ

う教育大学学生を対象に喫煙状況の実態と喫煙に対する意識・背景を調査したところ若干の知見を

得たので報告する。

１１

　

調 査 方 法

昭和６３年１０，１１月に旭川市内のＡ教育大学に在籍する学生１，２４２名（男６５６名， 女５８６名）を対象に

「タバコに関するアンケート」と題して無記名自記式質問紙法で調査した． 回収数は１，０３１（８３．０％）

であったが， 記入不備の２１８を除外したので有効回答数は８１３（６５．５％， 男子４０５名， 女子４０８名） で

あった‐

調査内容は， 喫煙・禁煙状況， 初回喫煙状況， 喫煙・禁煙の動機・理由， 喫煙に対する意識・態

度， 喫煙の弊害の知識など１６項目である。

ｍ

　

結

　　　

果

１‐ 喫 煙 者 率

全体の喫煙者率は２８．０％ （２２８名） であり， 男女別では男子５１‐６％ （２０９名）， 女子４．７％ （１９名）

で喫煙者の９１‐７％は男子であった． 同様に禁煙者率は３‐７％（３０名）であり， 男子５‐９％（２４名）， 女

子１．５％ （６名） であった （表１）．

（２２）
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表１ 喫煙者率
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合

　　　　　　　　　　　

計 ４０５（１００‐０） ４０８（１００．０） ８１３（１００．０）

２． 初回喫煙開始時期

　

喫煙群・禁煙群の初回喫煙開始時期は，
「小学生のとき」２５名（９．７％），

「中学生のとき」９５名（３６‐８

％），
「高校生のとき」９２名（３５‐７％）であり， 高校卒業時までに８２‐２％の者が喫煙を開始していた．

男女別では， 男子は「小学生のとき」２１名 （９‐０％），
「中学生のとき」９０名 （３８‐６％），

「高校生のと

き」８６名 （３６‐９％） であり， 高校卒業時までに１９７名 （８４‐５％） の者が， 女子は「小学生のとき」４

名 （１６．０％），
「中学生のとき」 ５名 （２０‐０％），

「高校生のとき」 ６名 （２４‐０％） であり， 高校卒業

時までに１５名 （６０‐０％） の者がそれぞれ喫煙を開始していた （表２）． すなわち， 喫煙群・禁煙群の

大多数の学生は高校卒業時までに喫煙を開始しており，
「中学生のとき」は男子の方が女子より高率

であり， 男女の間に有意差 （Ｐ＜０．０５） が認められたことから， 男子の方が女子より早くから喫煙

を開始したといえる‐

表２

　

初回喫煙開始時期
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合

　　　　　　　　　　　

計 ２３３（１００－０） ２５（１００．０） ２５８（１００．０）

３．初回喫煙動機

喫煙群・禁煙群の初回喫煙動機で高い回答率を示した項目は， 男子は 「好奇心」２７‐９％，
「なんと

なく」２３‐２％，
「友人の勧め」２１‐０％， 女子は 「友人の勧め」２４．０％，

「好奇心」１６．０％，
「なんとな

く」１６‐０％であり， 男女とも同様の傾向を示した‐ さらに各項目とも男女の間に有意差が認められ

なかったことから，
「好奇心」，

「なんとなく」，
「友人の勧め」の３項目が初回喫煙の３大動機と考え

られる （表３）．

４． 初回喫煙場所と人数

喫煙群・禁煙群の初回喫煙場所は，
「自宅」４５．３％，

「友人宅」２１‐３％，
「飲食店」７‐０％の順であ

り， 各項目とも男女の間に有意差は認められなかった‐
「その他」の場所では， 川辺， 旅館， キャン

プなどの解放的な場所での喫煙が目立った （表４）‐

　

喫煙群・禁煙群の初回喫煙人数は，
「自分１人」４６‐５％，

「２～５人」４８‐１％であり， 各項目とも

男女の間に有意差は認められなかった （表５）．

（２３）
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初回喫煙人数
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５． １日の喫煙本数

　

喫煙群の１日の喫煙本数は，
「１１～２０本」５３‐１％が最も高率を示し，

「１０本以下」３１‐１％，
「２１本以

上」１５‐８％であった． 男女別では， 男子は 「１１～２０本」５６‐５％， 女子は 「１０本以下」７８．９％がそれ

ぞれ最も高率であり，
「２１本以上」 は男子１６．７％， 女子５‐３％であった （表６）．

表６

　

１日の喫煙本数

男

　

Ｎ（％） 女

　

Ｎ（％） 男 女

　

Ｎ（％）

１０

　　　　

本

　　　　

以

　　　　

下

１１

　　　

～

　　　　

２０

　　　　

本

２１

　　　

本

　　　　

以

　　　　

上

５６（２６．８）

１１８（５６．５）

３５（１６－７）

１５（７８．９）

３（１５．８）

１（

　

５．３）

７１（３１‐１）

１２１（５３．１）

３６（１５‐８）

合

　　　　　　　　　　　

計 ２０９（１００．０） １９（１００－０） ２２８（１００‐０）

６‐ 喫煙群の禁煙経験の有無と喫煙理由

　

喫煙群の禁煙経虫験に関しては 「ある」５７‐９％で， 男女別では５６‐９％， 女子６８‐４％であり，
「ない」

４２‐１％であった （表７）．

　

喫煙群の喫煙理由で高率を示した項目は，
「習慣になって止められない」４２‐５％，

「落ち着くから」

３１‐６％，
「気分転換」３０‐３％，

「おいしいから」２５．９％であり， 男女とも同様の傾向を示した． さら

に各項目とも男女の間に有意差は認められなかったことから， 喫煙理由として 「習慣になって止め

られない」，
「おいしいから」 の

　

習慣性″ と 「落ち着くから」，
「気分転換」 の

　

心理的要因″

　

の２

つが考えられる （表８）．

　

これらの結果から， 喫煙群の多くの学生は過去に一度は禁煙を試みたが， 喫煙がもたらす

　

習慣

性″ と 心理的要因″ すなわち精神的依存性が形成され完全には禁煙に至っていないといえる‐

表７

　

喫煙群の禁煙経虫験の有無

男

　

Ｎ（％） 女

　

Ｎ（％） 男 女

　

Ｎ（％）

あ

　　　　　　　　　　　　　　

る

才ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

し）

１１９（５６．９）

９０（４３‐１）

１３（６８‐４）

６（３１‐６）

１３２（５７．９）

９６（４２．１）

合

　　　　　　　　　　　

計 ２０９（１００．０） １９（１００．０） ２２８（１００．０）

７．喫煙群の禁煙意欲と禁煙群の禁煙理由

　

喫煙群の禁煙意欲は「禁煙したい」３２．０％で， 男女別では男子３１‐１％， 女子４２‐１％であり，
「禁煙

したいと思わない」３８‐２％，
「どちらでもない」２９‐８％であった．

「禁煙したい」 と回答した男女の

間に有意差は認められなかった （表９）．
喫煙群の禁煙意欲の理由としては，

「健康に悪いから」が男女とも最も高率を示し， 男子は「経済

的負担」９‐２％， 女子は 「他人からよく注意を受ける」２５‐０％の順であった （表１０）．
禁煙群の禁煙理由は， 喫煙群の禁煙意欲の理由と同様に男女とも 「健康に悪いから」 が最も高率

（２５）
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田
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表８

　

喫煙群の喫煙理由（複数回答）

男

　

Ｎ（％） 女

　

Ｎ（％） 男 女

　

Ｎ（％）

習 慣 に な っ て 止 め れ な い

お

　　

い

　　

し

　　

い

　　

か

　　

ら

か

　

っ

　

こ

　　

い

　　

い

　　

か

　　

ら

暇

　　　　

つ

　　　　

ぶ

　　　　

し

落

　　

ち

　　

着

　　

く

　　

か

　　

ら

気

　　　　

分

　　　　

転

　　　　

換

つ

　　　

き

　　　

あ

　　　

い

　　　

で

今 さ

　

ら や め て も 遅 い か ら

や

　　　

せ

　　　

る

　　　

た

　　　

め

特

　

に

　

理

　

由

　

は

　

な

　

い

そ

　　　　　　　

の

　　　　　　

他

９１（４３．５）

５６（２６‐８）

１（

　

０．５）

４３（２０．６）

６３（３０‐１）

６２（２９．７）

２（

　

１．０）

４（

　

１．９）

２（

　

１．０）

３３（１５．８）

５（

　

２．４）

６（３１．６）

３（１５‐８）

１（

　

５．３）

２（１０．５）

９（４７．４）

７（３６．８）

０（

　

０‐０）

１（

　

５．３）

０（

　

０．０）

４（２１．１）

０（

　

０．０）

９７（４２‐５）

５９（２５－９）

２（

　

０．９）

４５（１９．７）

７２（３１．６）

６９（３０．３）

２（

　

０‐９）

５（

　

２．２）

２（

　

０．９）

３７（１６‐２）

５（

　

２．２）

であり， つぎに男子は 「経済的負担」２５．０％， 女子は 「他人からよく注意を受ける」１６‐７％であっ

た （表１１）‐

　

これらの結果から， 喫煙群の禁煙意欲の理由と禁煙群の禁煙理由は， 両群とも「健康に悪いから」

など健康への悪影響が挙げられるが， 男子は 「経済的負担」， 女子は 「他人からよく注意を受ける」

も深く関連していたといえる．

表９

　

喫煙群の禁煙意欲

男

　

Ｎ（％） 女

　

Ｎ（％） 男・女

　

Ｎ（％）

禁

　　

煙

　　　

し

　　　

た

　　　

い

禁 煙

　

し た い と 思 わ

　

な

　

い

ど

　

ち

　

ら で

　

も

　

な

　

い

６５（３１．１）

８２（３９．２）

６２（２９‐７）

８（４２‐１）

５（２６．３）

６（３１．６）

７３（３２‐０）

８７（３８‐２）

６８（２９．８）

合

　　　　　　　　　　　

計 ２０９（１００．０） １９（１００．０） ２２８（１００．０）

表１０

　

喫煙群の禁煙意欲の理由

男

　

Ｎ（％） 女

　

Ｎ（％） 男 女

　

Ｎ（％）

病

　

気

　

を

　　

し

　

た

　

か

　

ら

体

　

の

　

不

　

調

　

を

　

感

　

じ

　

て

健

　

康

　

に

　

悪

　

い

　

か

　

ら

他人によく 注意を受 ける

経 済 的 に 負 担 が か か

　

る

他

　

人

　

に 迷

　

惑

　

が

　

か

　

か

　

る

ス

　

ポ ー

　

ツ

　

に さ

　

し

　

さ

　

わ

　

る

ま

　　　　　　

ず

　　　　　　

い

ば

　　　

か

　　　

ら

　　　

し

　　　

い

な

　　

ん

　　

と

　　

な

　　

く

そ

　　　　　　

の

　　　　　　

他

０（

　

０．０）

１（

　

１．５）

４６（７０．８）

２（

　

３．１）

６（

　

９‐２）

１（

　

１．５）

２（

　

３‐１）

０（

　

０‐０）

１（

　

１‐５）

２（

　

３．１）

４（

　

６．２）

０（

　

０．０）

０（

　

０‐０）

６（７５．０）

２（２５．０）

０（

　

０．０）

０（

　

０‐０）

０（

　

０．０）

０（

　

０．０）

０（

　

０．０）

０（

　

０．０）

０（

　

０．０）

０（

　

０‐０）

１（

　

１‐４）

５２（７１．２）

４（

　

５．５）

６（

　

８‐２）

１（

　

１．４）

２（

　

２．７）

０（

　

０‐０）

１（

　

１‐４）

２（

　

２‐７）

４（

　

５．５）

合

　　　　　　　　　　　

計 ６５（１００．０） ８（１００．０） ７３（１００．０）

（２６）
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表１１ 禁煙群の禁煙理由

男

　

Ｎ（％） 女

　

Ｎ（％） 男 女

　

Ｎ（％）

病

　

気

　

を

　　

し

　

た

　

か

　

ら

体

　

の

　

不

　

調

　

を

　

感

　

じ

　

て

健

　

康

　

に

　

悪 い

　

か

　

ら

他人によく 注意を受 ける

経 済 的 に 負 担 が か か

　

る

他

　

人

　

に 迷

　

惑 力ゞ

　

か

　

か

　

る

ス

　

ポ ー

　

ツ

　

に さ

　

し

　

さ

　

わ

　

る

ま

　　　　　　

ず

　　　　　　

い

ば

　　　

か

　　　

ら

　　　

し

　　　

い

な

　　　

ん

　　　

と

　　　

な

　　　

く

そ

　　　　　　

の

　　　　　　

他

１（

　

４‐２）

２（

　

８．３）

１１（４５．８）

０（

　

０．０）

６（２５．０）

０（

　

０‐０）

１（

　

４‐２）

１（

　

４‐２）

０（

　

０．０）

０（

　

０‐０）

２（

　

８．３）

０（

　

０‐０）

０（

　

０‐０）

４（６６‐７）

１（１６‐７）

０（

　

０‐０）

０（

　

０‐０）

０（

　

０．０）

０（

　

０．０）

０（

　

０‐０）

０（

　

０‐０）

１（１６．７）

１（

　

３‐３）

２（

　

６‐７）

１５（５ＱＯ）

１（

　

３‐３）

６（２０‐０）

０（

　

０‐０）

１（

　

３．３）

１（

　

３．３）

０（

　

０．０）

０（

　

０‐０）

３（１０‐０）

合

　　　　　　　　　　　

計 ２４（１００．０） ６（１００．０） ３０（１００．０）

８‐ 非喫煙群の喫煙意識

　

非喫煙群の喫煙意識に関しては「喫煙したいと思った時がある」３６．８％（２０４名）で， 男子３６‐０％，
女子３７‐１％であり， 男女の間には有意差は認められなかった（表１２）． さらに「喫煙したいと思った

時がある」と回答した２０４名のその理由は「好奇心」４３．１％，
「なんとなく」２６‐０％，

「気晴らし」１５‐７

％の順であり， 各項目とも男女の間に有意差は認められなかった（表１３）． この結果は， さきに述べ

た喫煙群・禁煙群の初回喫煙動機と同様の傾向を示した．

表１２ 非喫煙群の喫煙意欲

男

　

Ｎ（％） 女

　

Ｎ（％） 男 女

　

Ｎ（％）

喫煙したいと思った時がある

喫煙したいと思った時はない

６２（３６‐０）

１１０（６４‐０）

１４２（３７‐１）

２４１（６２．９）

２０４（３６．８）

３５１（６３‐２）

合

　　　　　　　　　　　

計 １７２（１００．０） ３８３（１００．０） ５５５（１００．０）

表１３

　

非喫煙群の喫煙したい理由

男

　

Ｎ（％） 女

　

Ｎ（％） 男 女

　

Ｎ（％）

力）

　　

つ

　　　

こ

　　　

い

　　　

い

香

　　　

り

　　　

が

　　　

よ

　　　

い

好

　　　　　　

奇

　　　　　　

心

友

　

人

　

が

　

吸

　

っ

　

て

　

い

　

た

大

　

人

　

の

　

仲

　

間

　

入

　

り
ヒ

　　　　

晴

　　　　

ら

　　　　

しメ１

や

　

せ

　

よ

　

う

　

と

　

思

　

っ

　

て

な

　　　

ん

　　　

と

　　　

な

　　　

く

そ

　　　　　　

の

　　　　　　

他

６（

　

９‐７）

１（

　

１．６）

２４（３８．７）

３（

　

４－８）

１（

　

１．６）

１０（１６‐１）

０（

　

０．０）

１４（２２．６）

３（

　

４‐８）

４（

　

２．８）

１（

　

０‐７）

６４（４５－１）

７（

　

４．９）

０（

　

０．０）

２２（１５．５）

１（

　

０‐７）

３９（２７．５）

４（

　

２．８）

１０（

　

４‐９）

２（

　

１‐０）

８８（４３．１）

１０（

　

４‐９）

１（

　

０．５）

３２（１５－７）

１（

　

０．５）

５３（２６．０）

７（

　

３．４）

合

　　　　　　　　　　　

計 ６２（１００－０） １４２（１００．０） ２０４（１００．０）

（２７）
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「喫煙したいと思った時がない」と回答した３５１名のその理由は，
「健康に悪いから」２９‐６％，

「な

んとなく」２３．１％，
「その他（大嫌い， 絶対喫煙したくないなど）」１５‐４％，

「煙が眼にしみる・臭い」

１２‐５％の順であり， 喫煙の健康への悪影響と喫煙に対する不快感が主な理由と考えられる （表１４）．

表ｉ４

　

非喫煙群の喫煙したくない理由

男

　

Ｎ（％） 女

　

Ｎ（％） 男 女

　

Ｎ（％）

健

　

康

　

に

　

悪

　

い

　

か

　

ら

経 済 的 に 負 担 が か か

　

る

他

　

人

　

に 迷

　

惑

　

が

　

か

　

か

　

る

ス

　

ポ ー

　

ツ

　

に さ

　

し

　

さ

　

わ

　

る

ま

　　　　　　

ず

　　　　　　

い

ば

　　　

か

　　　

ら

　　　

し

　　　

い

煙 が 眼 に し み

　

る ・ 臭 い

な

　　　

ん

　　　

と

　　　

な

　　　

く

そ

　　　　　　

の

　　　　　　

他

３８（３４．５）

１２（１０‐９）

０（

　

０．０）

７（

　

６．４）

７（

　

６．４）

１１（１０‐０）

８（

　

７．３）

１８（１６．４）

９（

　

８．２）

６６（２７．４）

０（

　

０‐０）

１（

　

０‐４）

３（

　

１．２）

１２（

　

５－０）

１５（

　

６．２）

３６（１４‐９）

６３（２６．１）

４５（１８．７）

１０４（２９．６）

１２（

　

３．４）

１（

　

０．３）

１０（

　

２‐８）

１９（

　

５．４）

２６（

　

７．４）

４４（１２‐５）

８１（２３．１）

５４（１５‐４）

合

　　　　　　　　　　　

計 １１０（１００．０） ２４１（１００．０） ３５１（１００．０）

９．喫煙の弊害の知識

　

全対象者の喫煙の弊害に関する知識は （複数回答），
「肺癌」９４‐５％，

「受動喫煙」７９．６％，
「胎児

への影響」７７‐１％，
「ニコチン中毒」７２．０％，

「呼吸器系の疾患」６７‐８％が高い回答率を示した．
「胃

癌」２５‐７％，
「食道癌」２２．９％，

「消化器系の疾患」１８．５％および喫煙によって著しい影響を受ける

「循環器系の疾患」３７．５％の回答率は低く， 肺癌よりも発癌率の高い 「喉頭・咽頭癌」４６‐５％も比

較的低率であり， これらの結果は， 喫煙群， 非喫煙群， 禁煙群でも同様の傾向を示した．

表１５

　

喫煙の弊害の知識（複数回答）

男

　

Ｎ（％） 女

　

Ｎ（％） 男 女

　

Ｎ（％）

肺

　　　　　　　　　　　　　　

癌

胃

　　　　　　　　　　　　　　

癌

食

　　　　　　

道

　　　　　　

癌

喉

　　

頭

　　

・ 咽

　　

頭

　　

癌

呼

　

吸

　

器

　

系 の

　

疾

　

患

循

　

環

　

器

　

系 の

　

疾

　

患

消

　

化

　

器

　

系 の

　

疾

　

患

胎

　　

児

　　

へ の

　　

影

　　

響

一 コ

　　

チ

　　

ン

　　

中

　　

毒

肌

　　

の お

　　

と

　　

ろ

　　

え

指 の 汚 れ や

　

口 臭 ・ 臭 い

衣

　

服

　

・

　

部

　

屋 の

　

汚

　

れ

受

　　　　

動

　　　　

喫

　　　　

煙

害

　　

は

　　

特

　　

に

　　

な

　　

い

そ

　　　　　　

の

　　　　　　

他

３７１（９１‐６）

１２５（３０．９）

１０５（２５．９）

１９０（４６．９）

２７２（６７．２）

１５７（３８‐８）

８５（２１．０）

２７９（６８．９）

２７９（６８．９）

１３０（３２．１）

２１８（５３‐８）

２３７（５８‐５）

３０６（７５．６）

１０（

　

２－５）

１３（

　

３．２）

３９７（９７．３）

８４（２０‐６）

８１（１９‐９）

１８８（４６．１）

２７９（６８．４）

１４８（３６．３）

６５（１５‐９）

３４８（８５‐３）

３０６（７５．０）

２４５（６０．０）

２６１（６４．０）

２７６（６７．６）

３４１（８３‐６）

　

１（

　

０．２）

４（

　

１‐０）

７６８（９４‐５）

２０９（２５．７）

１８６（２２．９）

３７８（４６．５）

５５１（６７．８）

３０５（３７‐５）

１５０（１８－５）

６２７（７７．１）

５８５（７２．０）

３７５（４６‐１）

４７９（５８‐９）

５１３（６３‐１）

６４７（７９．６）

１１（

　

１．４）

１７（

　

２．１）

（２８）
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男女別では，女子の方が男子より各項目とも高い回答率を示す傾向にあり，特に「肺癌」（Ｐ＜０‐００１），
「胎児への影響」（Ｐ＜０．００１），

「ニコチン中毒」（Ｐ＜０．００１），
「受動喫煙」（Ｐ＜０‐０１），

「肌のおと

ろえ」 （Ｐ＜０‐００１），
「指の汚れや口臭・臭い」（Ｐ＜０‐０１），

「衣服・部屋の汚れ」 （Ｐ＜０‐０１） でそ

れぞれ男女の間に有意差が認められた （表１５）‐

１０‐ 喫煙の弊害の知識に関する情報源

全対象者の喫煙の弊害の知識に関する情報源は （複数回答），
「テレビ・ラジオ」８２‐７％が最も高

率を示し，
「新聞」６０‐６％，

「書物」４７．６％，
「学校・先生」４５‐５％の順であった． この結果は喫煙群，

非喫煙群， 禁煙群および男女別でも同様の傾向を示しており，
「書物」（Ｐ＜０‐０５），

「学校・先生」

（Ｐ＜０．００１） において， 男女の間に有意差が認められた （表１６）．

表ｌｓ

　

喫煙の弊害の知識に関する情報源 （複数回答）

男

　

Ｎ（％） 女

　

Ｎ（％） 男 女

　

Ｎ（％）

テ

　　

レ

　　

ビ

　

・

　

ラ

　　

ジ

　　

オ

新

　　　　　　　　　　　　　　

聞

書

　　　　　　　　　　　　　

物

医

　　

師

　

・

　　

看

　　

護

　　

婦

友

　　

人

　　　　　　

先

　　

輩

家

　　　　　　

の

　　　　　　

人

学

　　

校

　　

・

　　

先

　　

生

講

　　　　　　　　　　　　　

演

そ

　　　　　　

の

　　　　　　

他

３４１（８４．２）

２４６（６０‐７）

１７８（４４‐０）

５２（１２‐８）

９６（２３‐７）

７８（１９‐３）

１３１（３２‐３）

２６（

　

６‐４）

２１（

　

５．２）

３３１（８１．１）

２４７（６０．５）

２０９（５１‐２）

３９（

　

９‐６）

８１（１９‐９）

７５（１８‐４）

２３９（５８‐６）

３１（

　

７‐６）

　

７（

　

１．７）

６７２（８２．７）

４３９（６０．６）

３８７（４７．６）

９１（１１．２）

１７７（２１．８）

１５３（１８．８）

３７０（４５．５）

５７（

　

７－０）

２８（

　

３．４）

ｎ． 他人の喫煙について

　

全対象者の他人の喫煙についての回答率は （複数回答），
「誰が喫煙してもかまわない」３３‐０％，

「未成年者は喫煙すべきでない」２７．３％，
「女子は喫煙すべきでない」３３‐６％，

「全員喫煙すべきで

ない」１３．８％，
「医師は喫煙すべきでない」７．０％，

「教師は喫煙すべきでない」５‐２％，
「その他」５‐３

％であった‐比較的高率を示した項目は，
「女子は喫煙すべきでない」，

「誰が喫煙してもかまわない」，
「未成年者は喫煙すべきでない」 であり，

「その他」 では， 他人に迷惑をかけなければよい″
， 時

と場所をわきまえればよい″

　

などマナーをわきまえた上での喫煙は本人の自由とする回答が多数を

しめた．

男女別では， 男子は「女子は喫煙すべきでない」４３．７％，
「誰が喫煙してもかまわない」３５．８％，

「未成年者は喫煙すべきでない」２３．５％，「全員喫煙すべきでない」７‐９％で， 女子は 「未成年者は

喫煙すべきでない」３１．１％，
「誰が喫煙 してもかまわない」３０‐１％，

「女子は喫煙すべきでない」２３‐５

％，
「全員喫煙すべきでない」１９．６％であり， 男女の間に違いが認められた． 男女の間で有意差が認

められた項目は，
「女子は喫煙すべきでない」（Ｐ＜０‐００１），

「未成年者は喫煙すべきでない」（Ｐ＜

０‐０１），
「全員喫煙すべきでない」（Ｐ＜０．００１） であり， 特に男子の約半数は 「女子は喫煙すべきで

ない」 と回答したことから， 男子は女子の喫煙に対して否定的に考えていたといえる （表１７－１）．

（２９）



横

　

田

　

正 義３０

表１７‐１

　

他人の喫煙について （男女別， 複数回答）

男

　

Ｎ（％） 女

　

Ｎ（％） 男 女

　

Ｎ（％）

誰 が喫煙 して も かま わない

全 員 喫 煙 す べ

　

き

　

で な

　

い

女子は喫煙すべ き でない

未成年者は喫煙すべきでない

教師は喫煙すべき でない

医師は喫煙すべき でない

そ

　　　　　　　

の

　　　　　　

他

１４５（３５．８）

３２（

　

７．９）

１７７（４３．７）

９５（２３．５）

２０（

　

４．９）

２５（

　

６－２）

１３（

　

３．２）

１２３（３０．１）

８０（１９．６）

９６（２３．５）

１２７（３１‐１）

２２（

　

５‐４）

３２（

　

７．８）

３０（

　

７．４）

２６８（３３．０）

１１２（１３．８）

２７３（３３．６）

２２２（２７．３）

４２（

　

５‐２）

５７（

　

７．０）

４３（

　

５．３）

喫煙群， 非喫煙群別では， 喫煙群は「女子は喫煙すべきでない」４６‐１％，
「誰が喫煙してもかまわ

ない」３９‐５％，
「未成年者は喫煙すべきでない」２２‐４％であり， 非喫煙群は「未成年者は喫煙すべき

でない」３０‐３％，
「誰が喫煙してもかまわない」２９‐９％，

「女子は喫煙すべきでない」２８．１％，
「全員

喫煙すべきでない」１８．６％であった． 両群の間で有意差が認められた項目は，
「誰が喫煙してもかま

わない」（Ｐ＜０．０５），
「女子は喫煙すべきでない」（Ｐ＜０．００１），

「全員喫煙すべきでない」（Ｐ＜０．００１），

「未成年者は喫煙すべきでない」（Ｐ＜０‐０５），
「教師は喫煙すべきでない」（Ｐ＜０‐０５） であった．

喫煙群は 「誰が喫煙してもかまわない」，
「女子は喫煙すべきでない」 が非喫煙群より高率であり，

「全員喫煙すべきでない」 は， その大半が非喫煙群による回答であることが特徴的であった （表１７

‐２）．そこで喫煙群の大多数は男子であったので，男子において喫煙群と非喫煙群の間で検討したと

ころ， 男子の両群で有意差が認められた項目は，
「全員喫煙すべきでない」（Ｐ＜０‐００１），

「女子は喫

煙すべきでない」（ｐ＜０．０１），
「教師は喫煙すべきでない」（Ｐ＜０‐０５） であった‐ 特に男子の喫煙

群の約半数は，
「女子は喫煙すべきでない」を回答しており， 非喫煙群の男子との間に有意差が認め

られたことから， 両群の男子を比較すると喫煙群の男子は， 自己の喫煙は肯定するが， 女子の喫煙

は否定する傾向にあったといえる．同様に女子における喫煙群と非喫煙群の間では，
「誰が喫煙して

もかまわない」（Ｐ＜０‐０１），
「全員喫煙すべきでない」（Ｐ＜０‐０１），

「女子は喫煙すべきでない」（Ｐ＜

０‐００１） の項目に有意差が認められ，
「全員喫煙すべきでない」，

「女子は喫煙すべきでない」，
「未成

年者は喫煙すべきでない」 の回答率は， 非喫煙群の方が高率を示したことから， 両群の女子を比較

すると非喫煙群の女子は， 喫煙そのものを否定する傾向にあったといえる （表１７‐３）．

表１７‐２

　

他人の喫煙について （喫煙， 非喫煙， 禁煙群別， 複数回答）

喫煙群 Ｎ（％） 非喫煙群 Ｎ（％） 禁煙群 Ｎ（％）

誰が喫煙してもかまわない

全 員 喫 煙 す べ

　

き

　

で な

　

い

女子は喫煙すべき でない

未成年者は喫煙すべきでない

教師は喫煙すべ きでない

医師は喫煙すべ きでない

そ

　　　　　　

の

　　　　　　

他

９０（３９．５）

５（

　

２．２）

１０５（４６‐１）

５１（２２．４）

７（

　

３－１）

１８（

　

７．９）

５（

　

２．２）

１６６（２９．９）

１０３（１８‐６）

１５６（２８．１）

１６８（３０－３）

３５（

　

６．３）

３９（

　

７．０）

３７（

　

６．７）

１２（４０．０）

４（１３．３）

１２（４０．０）

３（１０‐０）

０（

　

０．０）

０（

　

０．０）

１（

　

３－３）

（３０）
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表１７‐３

　

他人の喫煙について （男女， 喫煙， 非喫煙， 禁煙群別， 複数回答）

男 女

喫煙群Ｎ図 非喫煙群Ｎ図 禁煙群Ｎ｛％） 喫煙群Ｎ鰯 非喫煙群Ｎ鱒 禁煙群Ｎ図

誰が喫煙してもかまわない

全 員 す べ

　

き

　

で な

　

い

女子は喫煙すべきでない

未成年者は喫煙すべきでない

教師は喫煙すべきでない

医師は喫煙すべきでない

そ

　　　　

の

　　　　

他

７８｛３７‐３）

４（

　

１．９）

１０４（４９．８）

４８（２３．０）

６（

　

２．９）

１６（

　

７．７）

５（

　

２．４）

５９（３４．３）

２５（１４．５）

６２（３６．０）

４４（２５．６）

１４（

　

８．１）

９（

　

５．２）

７（

　

４‐１）

８（３３‐３）

３（１２．５）

１１（４５．８）

３（１２‐５）

０｛

　

０．０）

０（

　

０．０）

１（

　

４．２）

１２（６３‐２）

１（

　

５．３）

１（

　

５‐３）

３（１５．８）

１（

　

５．３）

２（１０．５）

０（

　

０．０）

１０７（２７．９）

７８（２０．４）

９４｛２４‐５）

１２４（３２．４）

２１（

　

５．５）

３０（

　

７．８）

３０（

　

７－８）

４（６６．７）

１（１６．７）

１（１６．７）

０（

　

０．０｝

０（

　

０．０）

０（

　

０‐０）

０（

　

０．０）

１２． 教師になった時の喫煙行動

　

全対象者の教師になった時の喫煙行動についての回答率は「喫煙しない」６２．６％，
「どちらともい

えない」１２‐９％，
「喫煙する」１１．８％，

「児童・生徒の前では喫煙しない」８‐４％，
「学校では喫煙し

ない」３‐２％の順であり，
「喫煙しない」 が最も高率を示した‐

男女別では， 男子は 「喫煙しない」４０．２％，
「喫煙する」２３‐２％，

「どちらともいえない」１６．３％，

「児童・生徒の前では喫煙しない」１５．６％，
「学校では喫煙しない」３．２％で， 女子は 「喫煙しない」

８４．８％，
「どちらともいえない」９．６％，

「学校では喫煙 しない」３．２％の順であった （表１８‐１）‐

表１８‐１

　

教師になった時の喫煙行動 （男女別）

男

　

Ｎ（％） 女

　

Ｎ（％） 男 女

　

Ｎ（％）

喫

　　　　

煙

　　　　

す

　　　　

る

喫

　　

煙

　　　

し

　　　

な

　　　

い

児童・生徒の前では喫煙しない

学 校 で

　

は‐喫

　

煙

　

し

　

な

　

い

ど

　

ち

　

ら と

　

も

　

い

　

え

　

な

　

い

そ

　　　　　　

の

　　　　　　

他

９４（２３‐２）

１６３（４０‐２）

６３（１５‐６）

１３（

　

３‐２）

６６（１６．３）

６（

　

１‐５）

２（

　

０．５）

３４６（８４‐８）

５（

　

１‐２）

１３（

　

３－２）

３９（

　

９．６）

３（

　

０－７）

９６（１１．８）

５０９（６２－６）

６８（

　

８‐４）

２６（

　

３．２）

１０５（１２．９）

９（

　

１．１）

合

　　　　　　　　　　　　

計 ４０５（１００．０） ４０８（１００．０） ８１３（１００－０）

　

喫煙群， 非喫煙群別においては， 喫煙群は「喫煙する」４１．２％，
「児童・生徒の前では喫煙しない」

２４‐６％，
「どちらともいえない」１９．３％，

「学校では喫煙しない」８‐８％，
「喫煙 しない」４４％で， 非

喫煙群は「喫煙しない」８８‐１％，
「どちらともいえない」９‐２％であった（表１８‐２）． 喫煙群の大多数

は男子であり， 女子の大多数は非喫煙群であったので， 男女別において喫煙群と非喫煙群の間で検

討したところ， 男子の喫煙群は 「喫煙する」４４‐０％，
「児童・生徒の前では喫煙しない」２５．４％，

「ど

ちらともいえない」２０．１％，
「学校では喫煙 しない」４‐８％，

「喫煙しない」３‐８％であり， 非喫煙群

は 「喫煙しない」８６．０％，
「どちらともいえない」９‐３％，

「児童・生徒の前では喫煙 しない」２．９％

であっ．た‐ 女子の喫煙群は 「学校では喫煙しない」５２．６％，
「児童・生徒の前では喫煙しない」１５．８

％，
「喫煙する」，

「喫煙しない」，
「どちらともいえない」がそれぞれ１０．５％であり， 非喫煙群は「喫

煙しない」８９．０％，
「どちらともいえない」９．１％であった‐

３１

（３１）
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田
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これらの結果から， 喫煙群の男女で 「喫煙しない」 と回答した者は５％足らずであり， 喫煙群の

学生は教師になっても喫煙を継続することが推測される． 非喫煙群の男女は 「喫煙しない」 が８０％

を越えており， 非喫煙群の大多数の学生は教師になっても喫煙しないといえる． 禁煙群で 「喫煙し

ない」 と回答した者は男子２９‐２％， 女子５０‐０％であり， 禁煙群の学生は教師になっても禁煙を継続

することが難しいといえる （表１８‐３）．

表１８‐２

　

教師になったときの喫煙行動 （喫煙， 非喫煙， 禁煙群別）

喫煙群 Ｎ（％） 非喫煙群 Ｎ（％） 禁煙群 Ｎ（％）

喫

　　　　

煙

　　　　

す

　　　　

る

喫

　　

煙

　　　

し

　　　

な

　　

い

児童・生徒の前では喫煙しない

学 校 で

　

は

　

喫

　

煙

　

し

　

な

　

い

ど

　

ち

　

ら と も

　

い

　

え

　

な

　

い

そ

　　　　　　

の

　　　　　　

他

９４（４１．２）

１０（

　

４‐４）

５６（２４‐６）

２０（

　

８．８）

４４（１９．３）

４（

　

１－８）

１（

　

０．２）

４８９（８８‐１）

７（

　

１．３）

３（

　

０．５）

５１（

　

９．２）

４（

　

０．７）

１（

　

３．３）

１０（３３．３）

５（１６‐の

３（１０．０）

１０（３３．３）

１（

　

３．３）

合

　　　　　　　　　　　

計 ２２８（１００．０） ５５５（１００‐０） ３０（１００‐０）

表ｉ８‐３

　

教師になったときの喫煙行動 （男女， 喫煙， 非喫煙， 禁煙群別）

男 女

喫煙群Ｎ関 非喫煙群Ｎ（％） 禁煙群Ｎ弱 喫煙群Ｎ（％）非喫煙群Ｎ図 禁煙群Ｎ（％）

喫

　　

煙

　　

す

　　　

る

喫

　　

煙

　　

し

　　

な

　　

い

児童・生徒の前では喫煙しない

学校では喫煙しない

ど ち ら と も い え な い

そ

　　　　

の

　　　　

他

９２（４４．０）

８（

　

３．８）

５３（２５．４）

１０（

　

４．８）

４２（２０．１）

４（

　

１．９）

１（

　

０．６）

１４８（８６．０）

５（

　

２．９）

１（

　

０．６）

１６（

　

９．３）

１（

　

０．６）

１（

　

４．２）

７（２９．２）

５（２０．８）

２（

　

８．３）

８（３３．３）

１（

　

４．２）

２（１０．５）

２（１０．５）

３（１５．８）

１０（５２．６）

２（１０．５）

０（

　

０．０）

０｛

　

０．０）

３４１（８９．０）

２（

　

０．５）

２（

　

０．５）

３５（

　

９．１）

３（

　

０．８）

０｛

　

０．０）

３（５０．０）

０（

　

０．０）

１（１６．７）

２（３３．３）

０（

　

０．０｝

合

　　　　　　　　

計 ２０９（１００．０） １７２（１００．０） ２４（１００．０） １９（１００．０） ３８３（１００．０） ６（１００．０）

Ｗ

　

考

　　　

察

大学生を対象とした喫煙に関する全国規模での無作為抽出調査は行われていないのが現状である

が，１９７３年に愛知県下４大学を対象とした村松ら６｝の調査によると，全体の喫煙者率は２８‐４％で，男

子５２‐２％，女子５．７％であった．７年後の１９８０年，中国・四国地方の４国立大学を対象とした重信ら７）

の調査では， 全体の喫煙者率は３６‐７％であった．１９８３年に某国立総合大学の教養課程に在籍する学

生を対象とした皆川ら８｝の調査結果では， 喫煙者率は２７‐５％で， 男子３１‐９％， 女子８．８％であった．

本調査の喫煙者率は２８．０％で，男子５１．６％，女子４．７％であり，上述の大学生を対象とした調査結果

と同様の傾向を示した．
初回喫煙開始時期は 「小学生のとき」，

「中学生のとき」，
「高校生のとき」 をあわせると８２．２％と

高率を示した． 大学生を対象とした重信らの調査でも同様の結果が得られており， 先に述べた中学

（３２）
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生， 高校生を対象とした小川ら， 野津の調査結果を考えあわせると， 喫煙群の大多数の学生は高校

卒業時までに喫煙を開始して， 十代のうちに喫煙習慣が形成されていたと．いえる‐

　

初回喫煙状況は「好奇心」，
「なんとなく」，

「友人の勧め」が３大動機であり，
「自宅」か「友人宅」

で，
「自分１人」あるいは「２～５人」で喫煙したといえる． この結果は， 小川ら， 野津の調査結果

と同様であり， 未成年者の初回喫煙状況の一般的な傾向を示していると考えられる．

　

喫煙群の多数の学生 （５７‐９％） は， 過去に一度は禁煙を試みたことから， 禁煙への意欲は低いと

はいえないが， 実際に 「禁煙したい」 は３人に１人であり， 禁煙を繰り返しながらも喫煙を続ける

ことが推測される．

　

喫煙群の禁煙意欲の理由と禁煙群の禁煙理由は， ともに 「健康に悪い」 が第一に挙げられたが，
男子は「経済的負担」， 女子は「他人によく注意を受けるから」も深く関連していたことから，２０歳

前後の青少年では禁煙しなければならない病気などの差し迫った理由は少なく， たとえ禁煙したと

しても状況さえ許せば喫煙を再開することが推測される．

　

非喫煙群で 「喫煙したいと思った時がある」 と回答した学生は３６‐８％であり， 男女の間に有意差

は認められなかった． その主な理由は男女とも 「好奇心」，
「なんとなく」，

「気晴らし」 を挙げてお

り， 先に述べた喫煙群， 非喫煙群の初回喫煙動機と同様だった． 非喫煙群の３人に１人は男女を問

わず喫煙したいと思った経虫験を持つが， なんらかの理由で喫煙行動には至らなかったといえる．

　

喫煙の弊害の知識については， 男女とも喫煙の有無に関わらず比較的高い回答率を示した． なか

でも 「肺癌」，
「呼吸器系の疾患」，

「受動喫煙」，
「ニコチン中毒」，

「胎児への影響」 はよく知られて

いたが，
「消化器系の疾患」，

「循環器系の疾患」 は知られていなかった‐

　

喫煙の弊害の知識に関する情報源は，「テレビ・ラジオ」，
「新聞」 が高率を示し，

「学校・先生」
は５０％にも達しなかったことから， 大多数の学生は， 喫煙に関する知識をマスコミから入手してい

たといえる． Ａ教育大学では， 全学生を対象とした健康に関する授業科目は開講されていない現状

である． 学校での保健教育の推進者がクラス担任である教師も重要も役割を担っている現状を考慮

すると， これらの授業科目の開設， 充実が強く望まれる‐

　

他人の喫煙に関しては 「全員喫煙すべきでない」１３‐８％，
「教師は喫煙すべきでない」５‐２％の回

答率は極めて低く， 他人に迷惑をかけなければよい″
，

．時と場所をわきまえればよい″などマナー

をわきまえた上での喫煙は， 基本的には教師を含めて本人の自由とする傾向にあった． しかし， 男

子は女子の喫煙に対して否定的であり， 特に喫煙群の男子は， 非喫煙群の男子より自己の喫煙は肯

定するが， 女子の喫煙は否定する傾向を示したことが特徴的であった．
教師になった時の喫煙行動について喫煙群の学生は 「喫煙しない」 が５％足らずであり， 教師に

なっても喫煙を継続する．ことが推測される． 学校での喫煙予防・禁煙教育は今日的な課題であり，
その実践が数多く報告されているｒ１２）教師はこの推進者として大きな役割を担っており，教師の喫

煙は， 児童・生徒の喫煙行動に様々な影響を与えることは容易に想像されることから， 喫煙者から

非喫煙者への行動変容を喫煙群の学生に対して期待したい‐

Ｖ

　

結

　　　

論

　

学校での喫煙対策に対する保健教育のより一層の充実が指摘されているが， 将来， 喫煙対策を推

進する際に大きな役割を担うであろう教育大学学生を対象として， 喫煙状況の実態と喫煙に対する

意識・背景を調査したところつぎの知見を得た．

（３３）
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１‐ 喫煙者率は２８‐０％で， 男子５１‐６％， 女子４‐７％であった．

２． 初回喫煙状況の概要は，
「中学生・高校生のとき， 好奇心・なんとなく・友人の勧めが動機で，

自宅・友人宅で， 自分１人・２～５人で喫煙した」 であった．

３． 喫煙の弊害に関する知識は， 肺癌， 受動喫煙， 胎児への影響， ニコチン中毒および呼吸器系

の疾患はよく知られていたが，消化器系の疾患と循環器系の疾患はあまり知られていなかった．

４‐ 喫煙群の男子は， 自分の喫煙は肯定するが女子の喫煙は否定する傾向にあった．

５‐ 喫煙群の大多数の学生は， 教師になっても喫煙を継続し， 非喫煙群の学生は喫煙しないこと

が推測された．
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